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（１）はじめに

①打設管理記録とは

コンクリート打設時の状況を整理し記録したもの。「６枚の様式」からなる。

橋台、橋脚、ボックスカルバート、擁壁等の鉄筋構造物や、
砂防堰堤等の水密性を要する無筋構造物で作成する。

記録シート① 記録シート⑤記録シート④記録シート③記録シート② 記録シート⑥

（１）はじめに

①打設管理記録とは（６枚の様式の内容）

（１）記録シート①

→リフト図、寸法、配筋状況等

（２）記録シート②

→コンクリート規格、打設前試験、打設状況、養生等

（３）記録シート③④

→コンクリート温度、外気温

（４）記録シート⑤⑥

→ひび割れスケッチ図、調査履歴、ひび割れの大きさ
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（１）はじめに

②打設管理記録の作成と公表

・作成対象

→作成対象構造物は、特記仕様書で示されている。

・作成

→施工者が作成し、完成検査時に発注者へ提出

・公表

→山口県建設技術センターがとりまとめて、

データベースとして公表

平成１９年４月の運用開始から、

約１０００件の打設管理記録が蓄積され、

山口県建設技術センターのＨＰに掲載。

（２）「打設管理記録」から「コンクリート施工記録」へ

・山口県では、平成１９年より県独自のひび割れ抑制対策を行ってき
た。

・蓄積された「打設管理記録」を分析した結果、ひび割れ抑制の取り
組みが、コンクリート構造物全般の品質を向上させる効果を有する
ことが確認された。

・今後は、目的を「ひび割れ抑制」に限定せず、コンクリート構造物全
般の「品質確保」とし、取り組みを展開することとしている。

「ひび割れ抑制」から、コンクリート構造物全般の「品質
確保」として取り組むことに合わせ、「打設管理記録」を
「コンクリート施工記録」へ変更。

①「打設管理記録」から「コンクリート施工記録」へ変更した理由
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②コンクリート施工記録作成の必要性

（２）「打設管理記録」から「コンクリート施工記録」へ

品質の高いコンクリート構造物をつくるために
は、コンクリート構造物ごとに「品質確保の手
法」を実施する必要がある。
コンクリート施工記録は、「品質確保の手
法」を検討する際に、類似事例における「品質
確保の手法」と「結果」を知ることができる重
要な参考資料となる。

打設管理記録を「発展」させた６枚の様式

③コンクリート施工記録の内容

（２）「打設管理記録」から「コンクリート施工記録」へ

記録シート① 記録シート⑤記録シート④記録シート③記録シート② 記録シート⑥

・今後の「品質確保の検討」に必要なデータ項目の変更。
・精度の高いデータ収集のため、様式の使いやすさを向上。
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○追加項目

・前リフト打ち込み日

・打込み方法

・打設直後のコンクリート温度

・ひび割れの補修の有無

・構造物の位置情報

○変更項目

・温度計測の頻度（１日３回→コンクリート温度が概ね安定

したのちは、１日１回）

→様式は、山口県技術管理課のＨＰに掲載されます。

④コンクリート施工記録で追加・変更された項目

（２）「打設管理記録」から「コンクリート施工記録」へ
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・施工者が作成し、工事完了後に発注者へ提出

・発注者が記入ミス、記入漏れ等のチェックを行い技術センターへ提出

・コンクリート施工記録をエクセル一覧表形式（データベース）へ入力

・コンクリート施工記録とデータベースをセンターのＨＰで公表

（現在約１０００リフト）

作成

チェック

とりまとめ

公表

・技術センターで再チェック

発注者

発注者

発注者

発注者

「コンクリート施工記録」の作成から公表までの流れ
打設管理記録の作成

施工者

（３）「コンクリート施工記録」の作成から公表まで

14

○山口県建設技術センターＨＰ

（３）「コンクリート施工記録」の作成から公表まで

施工記録データベース
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コンクリート施工記録は
ＰＤＦ形式で掲載

○施工記録データベース

（３）「コンクリート施工記録」の作成から公表まで

（４）コンクリート施工記録データベースの活用

コンクリート施工記録のデータを表形式（excel）にしたもの
・構造物の種類、寸法（高さ、幅）

・材料（セメント種類、補強材料）、温度

・最大ひび割れ幅

①データベースの概要
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施工記録データベース

（拡大①）

施工記録データベース

（拡大②）
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・山口県建設技術センターのホームページに公表

・現在、約１０００リフトのデータを蓄積

・データベースに「コンクリート施工記録（ＰＤＦ）」が添付さ
れており、より詳細なデータも入手可能

・エクセル形式により、類似事例の検索等が容易

http://www.yama-ctc.or.jp

（４）コンクリート施工記録データベースの活用

①データベースの概要

・「品質確保の手法」を検討する際に活用
例）橋台たて壁の鉄筋比の設定
→類似事例を参考に、ひび割れ抑制対策資料等より設定した
橋台たて壁の鉄筋比が妥当が検証する。

例）ボックスカルバートの誘発目地間隔の設定

・指針改訂の根拠として活用
例）品質確保の指標（鉄筋比○○％・・・等）を設定する際に活用

（４）コンクリート施工記録データベースの活用

②データベースの活用

・活用例は、「参考資料」として指針に添付を予定している。
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・ボックスカルバートの側壁と頂版を９月に打設する場合

・規模（内空H5.5m×W7.0m 壁厚0.6m）

・一般的な設計では、誘発目地間隔5.0m

→９月（暑い時期）に施工するため、ひび割れが発生することが懸念され
ることから、ひび割れが発生しない対策（品質確保の手法）を検討する
こととした。

→「品質確保の手法」として、品質確保指針を参考に、誘発目地間隔を
3.5mに設定することについて、類似事例より妥当性の検討する。

（４）コンクリート施工記録データベースの活用

③データベースの活用（品質確保の手法の検討）

次ページからの検討は、検討の手順をわかりやすくするためにシンプルにしています。

山口県建設技術センター
のホームページ

ここをクリック
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ここをクリック

データベース

フィルタ作業が可能です。
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９月、１０月を選択

９月、１０月に施工するＢＯＸの側壁・頂版のデータを抽出する

ＢＯＸを選択
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側壁・頂版を選択

９月、１０月に施工するＢＯＸの側壁・頂版のデータが抽出できた。
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・類似事例の抽出結果
・９月、１０月にボックスカルバートの側壁、頂版を施工したのは、

２４事例。うち、有害なひび割れが発生したのは２事例。

【類似事例の傾向】
・９月、１０月に施工するボックスカルバートでは、無対

策の場合は、有害なひび割れが発生するケースがある。

・誘発目地を設置（3.5m）した場合は、有害なひび割れ

が発生したケースがない。

誘発目地間隔を3.5mに設定することは、類似事

例の傾向から妥当であると判断される。

（４）コンクリート施工記録データベースの活用

③データベースの活用（品質確保の手法の検討）

誘発目地間隔(m) 最大ひび割れ幅(mm)
構造物１ － 0.00
構造物２ － 0.00
構造物３ － 0.00
構造物４ － 0.00
構造物５ 3.6 0.00
構造物６ 3.6 0.00
構造物７ 3.6 0.00
構造物８ 3.6 0.00
構造物９ － 0.00
構造物１０ 3.5 0.00
構造物１１ 2.5 0.00
構造物１２ － 0.04
構造物１３ － 0.20
構造物１４ － 0.04
構造物１５ － 0.60
構造物１６ － 0.00
構造物１７ － 0.00
構造物１８ － 0.00
構造物１９ － 0.00
構造物２０ － 0.20
構造物２１ － 0.00
構造物２２ － 0.00
構造物２３ － 0.00
構造物２４ － 0.00

・活用例は、「参考資料」として指針に添付を予定している。

（５）まとめ
①コンクリート施工記録

コンクリート施工記録は、コンクリート構造
物品質確保の根幹をなしている。

→精度の高いデータの記録を行っていただきたい。
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（５）まとめ
②コンクリート施工記録データベース

設計段階や施工段階において、「品質確保の手
法」を検討する際に、類似事例の情報を把握す
ることができる。

→山口県建設技術センターのＨＰに掲載。
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